
施
設
と
の
直
接
契
約
、
保
育

料
の
直
接
納
付
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
認
可
保
育
園
に
入
れ

な
く
て
も
認
可
外
保
育
施
設

に
入
れ
ば
市
町
村
の
責
任
を

果
た
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
右
図
②
）

　

岡
山
市
は
、
保
育
施
設
に

サ
ー
ビ
ス
の
差
が
で
き
る
こ

と
を
認
め
、
保
護
者
が
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き
る

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
選
べ
る
ほ
ど
保
育

施
設
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

保
護
者
に
と
っ
て
一
番
の
願

い
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
に
預

やったね！！コーナー・お知らせコーナー

　

岡
山
市
は
９
月

に
「
就
学
前
教
育
・

保
育
の
あ
り
方
（
素

案
）」
を
再
提
示
し

ま
し
た
。
公
立
幼

稚
園
・
保
育
園
の

一
体
化
と
統
廃
合
、

民
営
化
方
針
は
前

回
と
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

今
一
番
の
課
題

は
、
現
在
約
９
０
０

人
も
い
る
保
留
児

の
解
消
で
す
。
下

　

国
の
「
子
ど
も
・

子
育
て
」
関
連
３
法

案
は
、
消
費
税
増
税

法
案
の
取
引
材
料
と

し
て
民
主
・
自
民
・

公
明
３
党
の
密
室
合

意
で
、
８
月
に
国
会

で
成
立
し
ま
し
た
。

　

児
童
福
祉
法
24
条

に
よ
る
市
町
村
の
保

育
義
務
が
残
り
、
既

存
保
育
園
が
残
る
こ

と
は
評
価
で
き
ま
す

が
（
右
図
①
）、
そ
れ

以
外
の
民
間
施
設
で

は
す
べ
て
保
護
者
と
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９月議会

９月議会
個人質問

の
子
の
育
休
中
に
上
の
子
を

退
園
さ
せ
る
問
題
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
時
保
育
・
一

時
預
か
り
な
ど
の
要
望
も
た

く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
素
案
で
は
、
幼
保

一
体
化
で
ど
れ
だ
け
の
保
留

児
が
解
消
さ
れ
る
の
か
明
確

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
小
学
校
へ
の
段
差

解
消
の
た
め
の
統
一
し
た「
教

育
」
が
強
調
さ
れ
、
０
歳
児

か
ら
の
発
達
を
保
障
す
る
観

点
が
あ
り
ま
せ
ん
。
保
留
児

公
立
幼
稚
園
・
保
育
園
の
統
廃
合
、

民
営
化
方
針
変
わ
ら
ず

    

岡
山
市
の
就
学
前
教
育
・
保
育
あ
り
方
（
素
案
）

け
て
も
安
心
で
き
る
保
育

制
度
の
確
立
で
す
。
ビ
ル

の
一
室
の
よ
う
な
保
育
施

設
で
は
な
く
設
置
基
準
を

満
た
し
た
認
可
保
育
施
設

を
し
っ
か
り
増
や
す
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

　

岡
山
市
は
、
法
の
施
行

の
28
年
度
４
月
ま
で
に
実

施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

国の「子ども・子育て」関連法案成立

は
８
割
が

０
、
１
、
２

歳
児
で
す
。

保
育
料
や

財
源
な
ど

の
詳
細
は

26
年
度
半

ば
ま
で
国

の
方
向
が

不
明
で
わ

か
ら
な
い

と
の
こ
と
。

公
立
園
の

統
廃
合
と

民
営
化
だ

け
が
明
確

な
素
案
は

撤
回
し
、

保
育
量
の

拡
大
に
焦

点
を
絞
る

べ
き
で
す
。

子育て、保育問題を中心に個人質問に立ちました

岡山市は公立幼稚園・保育園は
幼保連携型認定こども園をめざすと答弁

お知らせ
●木造住宅の耐震診断補助が追
加募集されます。詳細は建築指
導課 803-1445 まで
●市政報告会
11月 11日（日）10時～ 11時半
吉備公民館にて（北区庭瀬 416)

既
存
の
ま
ま
残
れ
る

現在岡山市
には無い

岡山市には
就実のみ

現在の
認可外施設

認可保育施設と同等の扱いとなる。

既
存
の
ま
ま
残
れ
る

【内閣府】

【厚労省】【文科省】

厚労省資料より
（赤字は追記部分）

９月２０日・個人質問する田中のぞみ

11 月議会予定
１１月２８日 常任委員会
１１月２９日 １１月議会開会
１２月　４日から　
　　～１０日まで 個人質問
１２月１２日 常任委員会
１２月１７日 閉会
　※ぜひ傍聴にお越しください。
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公
民
館
に
市

民
サ
ー
ビ
ス

窓
口
設
置

　
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
窓

口
・
拠
点
の
再
編
の
基
本

方
針
（
素
案
）」
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

支
所
や
地
域
セ
ン
タ
ー

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
機
能
を

各
公
民
館
に
再
編
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
サ
ー
ビ

ス
内
容
な
ど
の
詳
細
は
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
民
に
と
っ
て
サ
ー
ビ

ス
窓
口
が
身
近
に
な
る
こ

と
は
歓
迎
す
べ
き
で
す
が
、

社
会
教
育
施
設
で
あ
る
公

民
館
活
動
に
影
響
が
出
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
先
行
実
施
し
て
い

る
公
民
館
で
は
、
全
職
員

が
相
談
の
対
応
す
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
多

忙
化
し
て
い
る
と
い
う
指

摘
も
あ
り
ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が

11
月
12
日
ま
で
募
集
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
下
さ
い
。

教
育
振
興
基
本
計
画

（
素
案
）
は
不
十
分

　

岡
山
市
の
教
育
振
興
基

本
計
画
（
素
案
）
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
前
回
の
骨
子

案
に
施
策
が
追
加
さ
れ
て
い

ま
す
。　

　

し
か
し
、
い
じ
め
や
不
登

校
、
暴
力
事
件
の
発
生
率
が

全
国
的
に
非
常
に
高
い
と
い

う
岡
山
市
が
抱
え
る
教
育
課

題
の
分
析
に
乏
し
く
、
そ
の

要
因
を
主
に
社
会
情
勢
の
変

化
と
捉
え
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。　

　

２
割
が
非
正
規
教
職
員
で

担
任
を
も
任
さ
れ
て
い
る
状

況
や
９
割
の
教
員
が
「
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
が
減
っ

た
」
と
感
じ
て
い
る
現
場
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
解
決
策

が
施
策
と
し
て
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

基
礎
的
学
び
を
保
障
す
る

学
校
教
育
を
し
っ
か
り
支
え

る
た
め
、
正
規
教
員
の
大
幅

増
員
、
少
人
数
学
級
の
実
現
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
や
司
書
な
ど
の
専
門
職

の
配
置
を
求
め
て
い
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
ね
こ
活
動
モ
デ

ル
地
区
に
岡
輝
学
区

が
選
定
さ
れ
ま
し
た

　

今
年
度
27
万
円
の
補
助
金

を
計
上
し
た
地
域
ね
こ
活
動

の
モ
デ
ル
地
区
に
岡
輝
学
区

の
一
部
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
勢
・
避
妊
手
術
を
し
て

田中のぞみの主な質問内容と市の回答要旨

野
良
ね
こ
を
減
ら
す
活
動

で
す
。
活
動
の
広
報
と
補

助
拡
大
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

ア
ユ
モ
ド
キ
保
護

の
陳
情
が
ま
た
継

続
審
議　

　

天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ア
ユ
モ
ド
キ
の

産
卵
場
所
を
確
保
す
る
よ

う
求
め
た
陳
情
が
、
ま
た

継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ユ
モ
ド
キ
の
産
卵
場

所
は
中
区
の
あ
る
休
耕
田

で
し
か
確
認
さ
れ
て
お
ら

ず
保
護
団
体
が
永
続
的
な

保
護
を
可
能
と
す
る
た
め
、

市
に
よ
る
買
い
上
げ
を
求

め
て
い
ま
す
。
岡
山
市
は

国
の
文
化
財
指
定
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
買
い

上
げ
ら
れ
る
と
し
て
い
ま

す
が
、
一
部
議
員
か
ら
文

化
財
指
定
な
る
と
開
発
が

遅
れ
る
と
強
い
反
対
意
見

が
出
ま
し
た
。

子どもの医療費無料
化の年齢拡大を要望
しました。

国の子ども ・子育て新システムにどう対応するのか

Q：岡山市はどの種類の保育施設を増やすのか。
A：幼保連携型認定こども園を増やす方向。私立にも
お願いをしていく。

Q：入りたい人（障がい児・育休中・求職中など）が
入れるようになるのか。

A：詳細は平成２６年ごろにならないと分からない。
Q：現在無認可のビルの一室のような保育施設も同等
　となり、保育環境に格差ができるが、どう考えるか。
A：岡山市の条例の中で運営基準をしっかり策定する。
Q：岡山市の幼・保一体化について、市民のニーズを
どのように把握し、岡山市としてどのように対応
しようとしているのか。

A：保育園に入りたい、幼稚園に 3歳から入りたいと
いうニーズを踏まえて環境整備する。

就学前教育 ・保育のあり方素案は保育量拡大を焦点に

Q：国の子ども・子育て新システムとの関連づけがわ
かりにくい。詳細未定の中、急ぐ必要があるのか。

A：国の動きを踏まえ岡山市の今後の方向性を検討す
　　るもの。来年のモデル試行はできない。
Q：解消すべきとされる小学校との段差とは何か。
A：遊び中心の学びから授業形式の学びに変わること
　で学校生活の中で不適応な状態が現れること。
Q：民営化で保育の量的拡大は果たせるのか。
A：明確な答弁なし

保育士を増やして

Q：公立園は途中入園が９月時点で 230 人と多く、臨
時保育士が 168 名も足りていない。早急に正規保
育士を増やすべき。

A：正規保育士の継続的採用に努める。

公有施設での分煙徹底を

Q：受動喫煙防止の観点から市庁舎出入り口での職員
の喫煙をやめるべき。新区役所ではどうなってい
るか。

A：出入り口は来庁者の火消し用灰皿。職員喫煙場所
は横に区別して設置しており、再度周知徹底させ
る。新区役所では建物内禁煙、敷地内分煙の予定。

Q：学校園校門での教職員の喫煙をやめるべき
A：配慮するよう周知徹底する。

ジェンダー統計の活用を

Q：市民協働で岡山市で初めてのジェンダー統計資料
ができた。どのように活用するか。

A：講演会、学習会等で男女共同参画の実情について
理解を深めたい。今後も継続して行いたい。

5000 筆の署名を提出
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